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  （百万円未満切捨て）

１．平成28年３月期第３四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年３月期第３四半期 107,383 7.5 728 － 740 － 514 － 

27年３月期第３四半期 99,881 △2.9 △385 － △368 － △1,303 － 
 
（注）包括利益 28年３月期第３四半期 762 百万円 （－％）   27年３月期第３四半期 △1,120 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

28年３月期第３四半期 47.51 － 

27年３月期第３四半期 △118.70 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

28年３月期第３四半期 50,088 15,687 31.3 1,473.01 

27年３月期 42,363 15,206 35.9 1,384.58 
 
（参考）自己資本 28年３月期第３四半期 15,687 百万円   27年３月期 15,206 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

27年３月期 － 0.00 － 12.00 12.00 

28年３月期 － 0.00 －     

28年３月期（予想）       12.00 12.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 136,000 4.5 1,200 － 1,200 － 720 － 65.56 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

(注)詳細は、添付資料Ｐ．４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （２）四半期連結財務諸表の作成

に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

(注)詳細は、添付資料Ｐ．４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の

見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年３月期３Ｑ 12,309,244 株 27年３月期 12,309,244 株 

②  期末自己株式数 28年３月期３Ｑ 1,659,321 株 27年３月期 1,326,787 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期３Ｑ 10,833,409 株 27年３月期３Ｑ 10,982,993 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、添付資料Ｐ．４「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想など

の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の景気対策等の効果もあり緩やかな回復基調で推移して

おります。しかしながら、個人消費については、引き続き可処分所得の伸び悩みにより力強さを欠く状況となり、

当業界におきましても、インバウンド需要が拡大する一方で、生活必需品の物価上昇に加え、車両費や雇用環境の

改善に伴う賃金の上昇などによって物流費用が増加するなど、依然として厳しい状況が続いております。 

 

 このような状況下、当社グループは、当期は中期３ヶ年計画の最終年度として、独自性のある付加価値を創出し

続ける「ユニークな価値創出型企業グループ」を目指して、特に以下の５項目に注力して活動してまいります。 

 

① マーケティング＆セールスによる差別化の強化 

 当社は、付加価値の高いマーケティング＆セールス機能によって、お客様のニーズを満たす最適な品揃えや売

り場づくりと売り方の提案を強化してまいります。この活動を通して、当社独自の差別化された高い付加価値を

提供し続けることで、お得意先様からの高い評価と信頼を確立してまいります。 

 

② 地域卸事業の強化 

 当社は、中間流通機能である、サプライチェーンの全体最適の仕組みや幅広い品揃え・最新の商品情報（売れ

筋・販促企画）などを活用して、地域卸売業者様のニーズを満たす効率的・効果的な取り組みを広域に推進して

まいります。 

 

③ キャッシュ・フロー経営の強化 

 当社は、今まで以上に「キャッシュ・フロー経営」に重点を置いた活動を強化することで、強固な財務体質を

実現するとともに、企業価値を最大化し株主価値向上に貢献してまいります。 

 

④ 生産性の向上とコスト構造改革の強化 

 当社は、株主価値を高めるために、業界トップクラスの生産性の実現とサプライチェーンにおける全体最適な

物流プロセス改善などによるコスト構造改革を鋭意進めてまいります。これらの活動は、目標管理を徹底するこ

とで強化してまいります。 

 

⑤ マーケティング＆セールスとしての人材育成の強化 

 当社は、企業理念を「拠」に、全社員が高い付加価値を創造するマーケティング＆セールス・カンパニーを実

現し続ける「志の高いプロフェッショナル集団」を目指し、常に自己変革し成長できる環境や教育を整備・強化

してまいります。 

 

 当社グループは、コーポレートガバナンスの更なる強化、コンプライアンスの遵守のために、平成27年６月29日

開催の定時株主総会において、社外取締役２名を含む監査等委員会設置会社に移行し、会社法の改正による「内部

統制システムの基本方針」も改訂しております。また、新たに導入されました「コーポレートガバナンス・コー

ド」の各原則を遵守し、鋭意その実施に専念し、ガバナンス体制の維持・強化に努めてまいります。 

 

 以上の結果、子会社５社を含めた当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は1,073億８千３百万円（前年同

期比75億２百万円増）と計画通りの進捗になっております。利益については、運搬費等の物流費用の増加を売上の

拡大で補い、概ね予想通りの進捗となりました。営業利益は７億２千８百万円（前年同期営業損失３億８千５百万

円）、経常利益は７億４千万円（前年同期経常損失３億６千８百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は５

億１千４百万円（前年同期親会社株主に帰属する四半期純損失13億３百万円）となりました。
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 セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

① 日用雑貨事業におきまして、売上高は1,058億１千３百万円（前年同期比75億１千５百万円増）、営業利益

は６億４千９百万円（前年同期比３億５千６百万円増）となりました。

 

② 物流受託事業におきまして、売上高は11億５千４百万円（前年同期比２億７千２百万円減）、営業利益は７

千万円（前年同期営業損失６億７千５百万円）となりました。

 

③ 不動産賃貸事業におきまして、売上高は４億１千４百万円（前年同期比２億５千９百万円増）、営業利益は

７千９百万円（前年同期比８百万円増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

 流動資産は、前連結会計年度末比76億５千１百万円増の366億１千４百万円となりました。これは主として、現

金及び預金が２億８千８百万円、受取手形及び売掛金が54億６千万円、商品及び製品が20億８千７百万円、未収入

金が４億４千５百万円それぞれ増加し、その他に含まれる前渡金が５億５千１百万円減少したことによるものであ

ります。

 固定資産は、前連結会計年度末比７千３百万円増の134億７千４百万円となりました。これは主として、投資有

価証券が４億５千５百万円増加し、土地が３億９千７百万円減少したことによるものであります。

 以上の結果、当第３四半期連結会計期間末の総資産合計は、前連結会計年度末比77億２千５百万円増の500億８

千８百万円となりました。

 

（負債）

 負債合計は、前連結会計年度末比72億４千３百万円増の344億１百万円となりました。これは主として、支払手

形及び買掛金が53億１千７百万円、短期借入金が16億５千万円、未払法人税等が２億４千万円、流動負債のその他

に含まれる未払金が１億３千８百万円それぞれ増加し、流動負債のその他に含まれる未払消費税等が１億６千６百

万円減少したことによるものであります。

 

（純資産）

 純資産合計は、前連結会計年度末比４億８千１百万円増の156億８千７百万円となりました。これは主として、

親会社株主に帰属する四半期純利益が５億１千４百万円及び剰余金の配当１億３千２百万円により、利益剰余金が

３億８千２百万円、その他有価証券評価差額金が２億４千９百万円それぞれ増加し、買付けにより自己株式が１億

４千８百万円増加したことによるものであります。

 

 当第３四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物残高は、６億６百万円（前年同期比４千５百万円減）

となりました。

 当第３四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動によるキャッシュ・フローは、11億７千９百万円（前年同期比９億４千９百万円増）の支出となりまし

た。収入の主な要因は、税金等調整前四半期純利益７億７千９百万円、減価償却費２億８千４百万円及び仕入債務

の増加53億１千７百万円であります。支出の主な要因は、売上債権の増加54億６千万円及びたな卸資産の増加21億

２千９百万円であります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動によるキャッシュ・フローは、１億４百万円（前年同期は６億３千６百万円の支出）の収入となりまし

た。収入の主な要因は、有形固定資産の売却による収入４億６千７百万円であります。支出の主な要因は、有形固

定資産の取得による支出２億７千９百万円であります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動によるキャッシュ・フローは、13億６千３百万円（前年同期比２億６百万円増）の収入となりました。

収入の主な要因は、短期借入金の増加16億５千万円であります。支出の主な要因は、配当金の支払額１億３千２百

万円及び自己株式の取得による支出１億４千８百万円であります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当第３四半期の連結業績につきましては予想通りに推移しておりますので、現時点におきましては、平成27年５

月15日に公表いたしました平成28年３月期の連結業績予想に変更はありません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算）

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しており

ます。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平

成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該

表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及

び連結財務諸表の組替えを行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 318 606 

受取手形及び売掛金 19,183 24,644 

商品及び製品 5,246 7,333 

仕掛品 85 88 

原材料及び貯蔵品 116 155 

繰延税金資産 556 564 

未収入金 2,058 2,504 

その他 1,404 724 

貸倒引当金 △6 △7 

流動資産合計 28,963 36,614 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,607 3,585 

土地 4,586 4,189 

その他（純額） 235 253 

有形固定資産合計 8,429 8,028 

無形固定資産    

その他 331 407 

無形固定資産合計 331 407 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,765 3,221 

退職給付に係る資産 119 139 

繰延税金資産 1 2 

その他 1,800 1,724 

貸倒引当金 △47 △47 

投資その他の資産合計 4,640 5,038 

固定資産合計 13,400 13,474 

資産合計 42,363 50,088 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 11,567 16,885 

短期借入金 9,950 11,600 

未払法人税等 71 312 

未払事業所税 29 19 

賞与引当金 253 187 

返品調整引当金 35 31 

資産除去債務 155 － 

その他 2,559 2,703 

流動負債合計 24,623 31,739 

固定負債    

繰延税金負債 942 1,075 

退職給付に係る負債 114 107 

役員退職慰労引当金 517 487 

資産除去債務 556 556 

その他 403 434 

固定負債合計 2,534 2,662 

負債合計 27,157 34,401 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,608 1,608 

資本剰余金 1,321 1,321 

利益剰余金 11,639 12,021 

自己株式 △337 △486 

株主資本合計 14,231 14,465 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 900 1,150 

退職給付に係る調整累計額 73 71 

その他の包括利益累計額合計 974 1,222 

純資産合計 15,206 15,687 

負債純資産合計 42,363 50,088 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 99,881 107,383 

売上原価 89,441 95,690 

売上総利益 10,439 11,693 

販売費及び一般管理費 10,824 10,964 

営業利益又は営業損失（△） △385 728 

営業外収益    

受取利息 6 6 

受取配当金 38 44 

その他 38 25 

営業外収益合計 83 75 

営業外費用    

支払利息 60 56 

デリバティブ評価損 2 － 

その他 4 7 

営業外費用合計 67 63 

経常利益又は経常損失（△） △368 740 

特別利益    

固定資産売却益 38 39 

特別利益合計 38 39 

特別損失    

投資有価証券評価損 18 － 

貸倒引当金繰入額 120 － 

事業再編損 1,402 － 

特別損失合計 1,541 － 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△1,872 779 

法人税等 △568 265 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,303 514 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△1,303 514 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,303 514 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 180 249 

退職給付に係る調整額 2 △2 

その他の包括利益合計 182 247 

四半期包括利益 △1,120 762 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,120 762 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△） 
△1,872 779 

減価償却費 362 284 

事業再編損 1,402 － 

有形固定資産売却損益（△は益） △38 △39 

投資有価証券評価損益（△は益） 18 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 12 1 

賞与引当金の増減額（△は減少） △195 △66 

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △12 △23 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △6 △6 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 18 △29 

返品調整引当金の増減額（△は減少） △30 △4 

受取利息及び受取配当金 △45 △50 

支払利息 60 56 

売上債権の増減額（△は増加） △1,537 △5,460 

破産更生債権等の増減額（△は増加） △12 △0 

たな卸資産の増減額（△は増加） △565 △2,129 

仕入債務の増減額（△は減少） 2,345 5,317 

その他 270 265 

小計 173 △1,106 

利息及び配当金の受取額 48 52 

利息の支払額 △60 △57 

法人税等の支払額 △391 △69 

営業活動によるキャッシュ・フロー △229 △1,179 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △603 △279 

有形固定資産の売却による収入 415 467 

無形固定資産の取得による支出 △105 △131 

投資有価証券の取得による支出 △35 △36 

投資有価証券の売却による収入 0 － 

敷金の回収による収入 － 98 

その他 △308 △13 

投資活動によるキャッシュ・フロー △636 104 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,390 1,650 

配当金の支払額 △131 △132 

自己株式の取得による支出 △0 △148 

リース債務の返済による支出 △100 △5 

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,157 1,363 

現金及び現金同等物に係る換算差額 － － 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 290 288 

現金及び現金同等物の期首残高 361 318 

現金及び現金同等物の四半期末残高 652 606 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成27年８月28日開催の取締役会決議に基づき、自己株式328,000株の取得を行いました。この結果、

当第３四半期連結累計期間において自己株式が146百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式

が486百万円となっております。 
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